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第三次和光市食育推進計画に基づく
令和７年度の実施予定について
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第三次和光市食育推進計画 施策

１ 生涯を支える健康づくり（ライフコースアプローチ）
  の観点を取り入れた食育推進

２ 地域一体型の公民協働によるセルフヘルスケアマネジメント支援
  （横断的施策）

３ 食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育

食育推進コンソーシアム
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第三次和光市食育推進計画 施策

１ 生涯を支える健康づくり（ライフコースアプローチ）
  の観点を取り入れた食育推進

２ 地域一体型の公民協働によるセルフヘルスケアマネジメント支援
   （横断的施策）

３ 食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育



【基本方針１】生涯を支える健康づくり（ライフコースアプロ―チ）の　　　
　　　　　　　　　観点を取り入れた食育推進

★施策２　健康寿命の延伸につながる食育の推進
★施策３　地域一体型の自然に健康になれる食環境づくり（横断的施策）

食育推進店に登録しているスーパー、コンビニエンスストアにて
６月の食育月間の取り組みとして、ちょこっとプラス（果物・野菜）バナーを掲示。食育月間修
了後も可能な限り継続を依頼。
野菜商品１品を毎食加えることの大切さを啓発した。
取組については、健康教室や食の講座事業実施の際、HP等で周知をはかった。
市内スーパーマーケット６店舗、コンビニエンスストア２１店舗で実施。

また通年の取り組みでは、健康に配慮した商品（わこう食育認定商品）に対し、
食育認定マークを掲示。現在登録数は５２２商品となっている。
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★施策２　健康寿命の延伸につながる食育の推進
★施策３　地域一体型の自然に健康になれる食環境づくり（横断的施策）

地域活動栄養士会 えぷろん様に
食育認定マークの掲示のご協力をいただい
ています。
上半期は６・７月を予定しています。

【基本方針１】生涯を支える健康づくり（ライフコースアプロ―チ）の　　　
　　　　　　　　　観点を取り入れた食育推進
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第三次和光市食育推進計画 施策

１ 生涯を支える健康づくり（ライフコースアプローチ）
  の観点を取り入れた食育推進

２ 地域一体型の公民協働によるセルフヘルスケアマネジメント支援
   （横断的施策）

３ 食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育



【基本方針３】食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育

・減塩・減糖・地場産野菜や果物の紹介・レシピ配布

食育推進店コラボ企画
イトーヨーカドー和光店×パパピニョル
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4月19日にパパピニョルさんが
考案してくださったナッツド
レッシングレシピの配布を、
イトーヨーカドー和光店様に
て実施していただきました。

毎月１９日の食育の日に
イトーヨーカドー和光店にて
試食とともに配布していただ
いています。

・ベルク２店舗での減塩・減糖レシピの配布 
・JAあさか野での野菜たっぷりレシピの配布 年４回



【基本方針３】食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育

★施策４　わこ産わこ消の推進と伝統的食文化の継承
★施策５　食への関心、理解を深め、感謝の気持ちをはぐくむ

・出前講座、収穫体験等体験型食育イベントの実施
・「だれか」と一緒に食べる「共食」の推進

ヘルスサポーターさん、地元事業者のみなさん
と「いただきます」をして共食しました。
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・第１回「伝統的和食について学ぼう（おだしのとり方）」試食あり

　講師：かつをぶし池田屋 様

・第２回「和光市の食文化について学ぼう」試食あり

　講師：食文化研究会 様

・第３回「和光市産の野菜と食事バランスについて学ぼう」実習あり

　講師：ぽけっとステーション 様

※１・３回については、親子での受講（講座のみ）を可とする

わこう食育おうえん隊講座　７～８月（夏休み期間）



和光市の朝ごはん摂取状況について

小学生の朝食摂取率は高い水準にあるものの、中学生・高校になるにつれ欠食率が上昇する傾向
が見られます。

特に中学生では、「寝坊」「食欲がない」「時間がない」などの理由で朝食をとらないケースが増加。

成人層でも、単身世帯や働き盛り世代において、朝食を抜く習慣が定着している人が一定数存在
しています。





第三次和光市食育推進計画中間見直しにて
朝ごはんに関する施策を追加しました



朝ごはんコンテストについて

【目的】
朝ごはんの大切さを広く伝え、家庭での食育を促進することを目的としています。朝
食を通じて、栄養バランスや食の楽しさを学ぶ機会を提供します。

【実施内容】
・　市内の小中学生を対象に、朝ごはんの献立アイデアを募集
 
・　「栄養バランス」「見た目」「工夫」などを審査基準にコンテスト形式で評価

・　優秀作品は表彰され、広報誌やイベントで紹介予定 ・家庭や学校　での食育活動
と連携し、地域全体で朝食の重要性を再認識する機会とします



応募 審査



表彰式
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【基本方針３】食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育

１．わぴあでの食育イベント

●わぴあ夏祭りにて食育ブース出展予定　7月26日（土）
　　・朝ごはん啓発、果物摂取の啓発を行う　→ゼスプリのキャンペーンを活用予定
　　　【目標】毎日果物を食べる市民　40％以上（現状33.9％）

●わぴあクリスマスイベント（予定）

　　

２．わこうの朝ごはんコンテスト（別紙要領参照）
　コンソーシアム情報共有会にて皆様に優秀作品を選んでいただく予定です。

●和光市児童センターにて、小中学生を対象に朝ごはんコンテストを行う。
　 ・栄養バランス部門（食育コンソ賞）　１０名
　 ・時短かんたん朝ごはん部門（時短かんたん賞）（仮）　１０名
　 ・アイデア部門（ヘルサポ賞）　　１０名
　
　さらに、上記の各部門から最優秀賞、市長特別賞を選び、冬休みに表彰式を実施する。
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